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聖霊降臨節第 7 主日/聖餐式/転入会式      No. 27            
 

主日礼拝    
 

前奏  

 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 
 

招詞 

「神よ、御名によってわたしを救い 

力強い御業によって、わたしを裁いてください。 

神よ、わたしの祈りを聞き 

この口にのぼる願いに耳を傾けてください。」 

(詩編 54:3、4) 
 

頌栄 26「グロリア」 

 
 
 
 

 
 

 

信仰告白 使徒信条 

我は天地の造り主
ぬし

、全能の父なる神を信ず。我は 

その独
ひと

り子、我らの主
しゅ

、イエス・キリストを信ず。 

主は聖霊によりてやどり、処
おと

女
め

マリヤより生れ、 

ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に 

つけられ、死にて葬
ほうむ

られ、陰
よ

府
み

にくだり、三日目に 

死人のうちよりよみがへ
え

り、天に昇り、全能の父な

る神の右に坐
ざ

したまへ
え

り、かしこより来
きた

りて、生け

る者と死ねる者とを審
さば

きたまは
わ

ん。我は聖霊を信ず、

聖なる公同の教会、聖徒の交
まじ

は
わ

り、罪の赦
ゆる

し、身体の

よみがへ
え

り、永
とこ

遠
しえ

の生命を信ず。アーメン。 
 

賛美 11「感謝にみちて」 
 

 
 

 

祈祷 
 

献金 
 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 
 

賛美 39-5(2回)「ハレルヤ」 

 
 

聖書 ガラテヤの信徒への手紙 5:2～11 
新約(新共同訳)P349 

2 ここで、わたしパウロはあなたがたに断言しま

す。もし割礼を受けるなら、あなたがたにとって

キリストは何の役にも立たない方になります。3

割礼を受ける人すべてに、もう一度はっきり言

います。そういう人は律法全体を行う義務があ

るのです。4 律法によって義とされようとするな

ら、あなたがたはだれであろうと、キリストとは

縁もゆかりもない者とされ、いただいた恵みも

失います。5 わたしたちは、義とされた者の希望

が実現することを、“霊”により、信仰に基づい

て切に待ち望んでいるのです。6 キリスト・イエ

スに結ばれていれば、割礼の有無は問題ではな

く、愛の実践を伴う信仰こそ大切です。7 あなた

がたは、よく走っていました。それなのに、いっ



たいだれが邪魔をして真理に従わないようにさ

せたのですか。8 このような誘いは、あなたがた

を召し出しておられる方からのものではありま

せん。9 わずかなパン種が練り粉全体を膨らませ

るのです。10 あなたがたが決して別な考えを持

つことはないと、わたしは主をよりどころとし

てあなたがたを信頼しています。あなたがたを

惑わす者は、だれであろうと、裁きを受けます。 

11 兄弟たち、このわたしが、今なお割礼を宣べ

伝えているとするならば、今なお迫害を受けて

いるのは、なぜですか。そのようなことを宣べ伝

えれば、十字架のつまずきもなくなっていたこ

とでしょう。 
 

 

 

賛美 394「信仰うけつぎ」 

 

 
 

説教  「自由に生かされて」 
 

転入会式  
 

 
 
 
 
 

聖餐式  

81「主の食卓を囲み」(配餐前 1,2 節、後 3 節) 

 
 

賛美 433「あるがままわれを」 

 

 
派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 
 

祝祷 
 

アーメン 

 
 

後奏  
 

司 式 袁 紅 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 髙橋 孝子 

助 餐 大代 惠・玉理 照子 


